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 ２８

第

一

節

 
 

歴

史

景

観

 

 

（

１

）

 

根

戸

・

布

施

の

「

縄

文

道

」

 

布

施

に

向

う

に

は

北

柏

駅

北

口

か

ら

入

る

の

が

良

い

で

し

ょ

う

。

出

た

所

は

旧

水

戸

街

道

で

す

。

由

緒

あ

る

街

道

だ

け

あ

っ

て

周

辺

は

、

寺

と

屋

敷

林

の

景

観

が

多

く

見

ら

れ

ま

す

。

東

陽

寺

の

ほ

ぼ

斜

め

左

に

は

鬱

蒼

と

し

た

小

森

の

中

に

供

養

塔

が

あ

り

ま

す

。

朽

ち

果

て

た

仏

像

が

あ

り

ま

し

た

。

 

当

地

は

我

孫

子

古

墳

群

の

西

端

に

位

置

す

る

こ

と

も

あ

っ

て

、

名

だ

た

る

古

墳

は

日

立

精

機

古

墳

、

久

寺

家

古

墳

し

か

あ

り

ま

せ

ん

が

、

概

し

て

小

さ

な

古

墳

で

、

そ

の

数

は

当

地

の

遺

跡

群

の

数

４

０

の

内

１

６

で

す

。

遺

跡

か

ら

縄

文

土

器

片

が

出

土

し

て

い

ま

す

。

 

近

く

の

久

寺

家

の

尾

根

沿

い

に

は

中

谷

遺

跡

、

上

居

村

付

西

遺

跡

、

布

施

宮

前

の

宮

前

遺

跡

な

ど

の

縄

文

～

歴

史

時

代

に

亘

る

複

合

遺

跡

が

あ

り

ま

す

。
 

縄

文

貝

塚

遺

跡

は

、

久

寺

家

遺

跡

と

台

田

の

荒

追

で

認

め

ら

れ

て

い

る

だ

け

で

す

。

根

戸

・

台

田

遺

跡

群

の

中

で

１

７

遺

跡

が

縄

文

以

降

の

も

の

で

縄

文

人

子

孫

の

定

住

が

考

え

ら

れ

ま

す

。

 

こ

ん

な

事

か

ら

い

ろ

ん

な

こ

と

を

空

想

し

古

代

ロ

マ

ン

に

浸

り

な

が

ら

、

縄

文

～

歴

史

時

代

に

繫

が

る

遺

跡

の

多

い 

根

戸

・

台

田

遺

跡

群

の

畑

地

を

歩

く

の

は

よ

い

も

の

で

す

。

 

つ

く

し

野

５

号

公

園

の

春

秋

は

、

メ

タ

セ

コ

イ

ア

の

若

葉

と

紅

葉

が

素

晴

ら

し

い

で

す

。

公

園

の

左

端

を

右

折

し

て

突

当

た

り

の

土

手

を

右

に

迂

回

し

、

斜

面

の

坂

道

を

登

る

と

久

寺

家

道

に

出

ま

す

。

 

右

折

し

て

１

０

０

㍍

程

先

を

右

に

入

り

山

の

坂

道

を

登

り

ま

す

。

 

尾

根

沿

い

東

西

に

伸

び

る

久

寺

家

通

り

両

側

に

は

こ

ん

な

坂

道

が

数

多

く

あ

り

ま

す

。

 

つ

く

し

野

か

ら

南

北

に

伸

び

る

“

丘

の

道

“

と

の

交

差

点

を

左

折

す

る

と

秋

か

ら

冬

に

か

け

て

の

晴

れ

た

日

に

は

筑

波

山

が

見

え

ま

す

。

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 

久

寺

家

通

か

ら

入

っ

た

二

階

堂

高

等

学

校

先

の

登

り

坂

を

過

ぎ

る

と

、

広

い

畑

地

と

根

耕

地

の

家

並

が

見

え

ま

す

。

懐

か

し

い

田

舎

風

景

で

す

。

こ

の

小

さ

な

集

落

を

抜

け

、

堤

防

に

出

る

と

眼

前

に

利

根

川

ま

で

の

１

，

５

０

０

㍍

 

間

に

広

が

る

広

大

な

北

新

田

(

田

中

調

節

池

)

の

水

田

風

景

が

見

え

ま

す

。

こ

こ

は

利

根

川

の

後

背

湿

地

で

、

か

っ

て

は

上

流

か

ら

、

久

寺

家

向

え

の

土

谷

津

沼

、

本

願

寺

沼

と

柴

崎

上

沼

、

下

沼

＊

３

が

広

が

っ

て

い

ま

し

た

。

 

堤

防

を

４

０

０

㍍

歩

く

と 

「

河

口

か

ら

８

８

ｋ

ｍ

地

点

」

の

標

識

が

あ

り

ま

す

。

い

か

に

も

大

利

根

川

と

感

じ

入

り

ま

す

（

付

図

・

２

参

照

）

。

 

水

門

手

前

の

路

を

左

折

し

て

布

施

の

集

落

に

入

り

ま

す

。

瓦

屋

根

の

大

き

な

日

本

家

屋

を

見

な

が

ら

歩

く

と

「

野

口

邸

の

長

屋

門

」

 

が

見

え

ま

す

。

こ

の

先

は

我

孫

子

市

布

施

と

柏

市

布

施

が

交

錯

し

迷

路

に

入

っ

た

感

じ

が

し

ま

す

が

歴

史

あ

る

豊

か

な

集

落

で

平

和

を

感

じ

ま

す

。

 

 

（

２

）

 

中

世

以

降

の

手

賀

沼

の

狩

猟

景

観 

現

在

で

も

手

賀

沼

に

は

多

く

の

野

鳥

が

見

ら

れ

バ

ー

ド

ウ

オ

ッ

チ

ン

グ

が

多

く

の

人

た

ち

に

よ

っ

て

楽

し

ま

れ

て

い

ま

す

が

、

鳥

の

舞

う

昔

の

手

賀

沼

景

観

は

如

何

だ

っ

た

の

で

し

ょ

う

。

 

中

村

 

勝

は

＊

４

に

よ

る

と

享

保

期

に

は

、

村

役

人

層

の

特

権

的

仲

介

制

度

が

あ

っ

て

、

江

戸

安

針

町

の

水

鳥

問

屋

に

独

占

的

に

流

通

し

て

い

た

よ

う

で

す

。

し

か

し

大

正

、

昭

和

の

沼

縁

鳥

猟

場

は

、

手

賀

沼

干

拓

の

た

め

鳥

猟

の

共

同

猟

業

は

収

束

し

ま

し

た

。

現

在

で

も

手

賀

沼

に

は

多

く

の

野

鳥

が

見

ら

れ

バ

ー

ド

ウ

オ

ッ

チ

ン

グ

が

多

く

の

人

た

ち

に

よ

っ

て

楽

し

ま

れ

て

い

ま

す

が

、

鳥

の

舞

う

昔

の

手

賀

沼

景

観

は

如

何

だ

っ

た

の

で

し

ょ

う

。

 

三

谷

和

夫

氏

の

纏

め

た

鴨

猟

関

係

年

表

＊

５.

か

ら

主

だ

っ

た

狩

猟

の

歴

史

を

拾

い

上

げ

て

み

ま

し

た

。

 

 

嘉

元

年

～

（

1
3

0
3

）

 

流

し

も

ち

網

発

明

に

よ

る

猟

船

の

活

躍 



 ２９

 

文

禄

元

年

（

1
5

9
2

）

豊

臣

秀

吉

に

毎

年

元

旦

に

真

鴨

２

番

、

白

鳥

２

羽

献

上 

 

元

和

二

年

（

1
6

1
6

）

徳

川

家

康

に

引

続

き

献

上 

 

享

保

二

年

（

1
7

1
7

）

水

戸

様

鷹

場

と

定

め

る 

 

明

治

七

年

（

1
8

7
4

）

布

施

の

雁

猟

の

最

盛

期 

 

明

治

十

七

年

（

1
8

8
4

）

鶴

が

こ

の

頃

ま

で

和

田

沼

上

空

に

飛

来 

 

明

治

三

六

年

（

1
9

0
3

）

コ

ウ

ノ

ト

リ

、

白

鳥

が

こ

の

頃

ま

で

和

田

沼

に

渡

来 

 

大

正

三

年

（

1
9

1
4

）

国

有

水

面

使

用

不

許

可

銃

猟

禁

制

立

て

札

建

設

、

沿

岸

民

有

地

を

猟

場

と

定

め

る 

 

昭

和

十

二

年

（

1
9

3
7

）

和

田

沼

に

雁

２

，

３

０

０

羽

渡

来 

 

昭

和

三

三

年

（

1
9

5
8

）

沼

西

半

部

国

設

鳥

獣

保

護

区

と

な

り

禁

猟

区

と

な

る 

 

（

３

）

 

「

戦

国

要

塞

の

地

」

 

久

寺

家

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 

“

久

寺

家

通

り

”

に

沿

っ

て

、

つ

く

し

野

七

丁

目

の

町

並

を

抜

け

る

と

、

久

寺

家

の

宝

蔵

寺

の

森

が

見

え

ま

す

。

こ

の

森

の

右

端

付

近

に

久

寺

家

城

が

あ

り

ま

し

た

。

坂

を

登

っ

て

１

０

０

㍍

程

歩

く

と

、

右

手

に

鷲

神

社

の

入

口

が

あ

り

、

鷲

神

社

 

が

見

え

ま

す

。

 
 
 

 
 

久

寺

家

城

周

辺

は

も

と

も

と

「

藺

沼

」

に

通

じ

た

沼

地

で

し

た

。

こ

の

入

り

江

の

奥

に

は

本

城

の

我

孫

子

城

が

あ

り

、

合

図

で

連

絡

が

出

来

ま

し

た

。

 

江

戸

時

代

始

め

の

東

遷

で

、

現

在

の

利

根

川

に

代

わ

る

と

、

移

転

先

と

な

っ

た

下

流

部

は

度

重

な

る

水

害

に

見

舞

わ

れ

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

布

佐

で

堤

防

が

造

ら

れ

た

寛

文

十

年

頃

か

ら

、

久

寺

家

で

も

入

江

口

に

堤

防

が

造

ら

れ

た

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

当

時

の

堤

防

は

、

記

録

で

は

天

井

幅

二

間

、

高

さ

一

丈

一

尺

、

３

㍍

程

度

で

あ

り

ま

し

た

。

 

久

寺

家

１

、

２

号

古

墳

は

、

我

孫

子

高

等

技

術

専

門

学

校

北

に

あ

り

ま

し

た

。

周

辺

の

字

名

は

「

橋

戸

」

，

昔

は

藺

沼

へ

の

良

好

な

渡

船

場

と

し

て

栄

え

た

処

と

思

わ

れ

ま

す

。

 

（

４

）

 

我

孫

子

宿 

旧

水

戸

街

道

（

国

道

３

５

６

）

と

の

Ｔ

字

路

交

差

点

を

右

折

す

る

と

我

孫

子

宿

の

中

心

に

来

ま

す

。

白

壁

に

囲

わ

れ

た

茅

葺

屋

根

の

お

宅

が

我

孫

子

宿

名

主

小

熊

邸

（

脇

本

陣

跡

）

で

す

。

反

対

歩

道

右

側

に 

我

孫

子

宿

本

陣

跡

が

あ

り

ま

す

。

 

 

宿

場

は

公

用

、

伝

馬

、

飛

脚

を

維

持

す

る

制

度

上

の

集

落

で

す

。

安

斎

秀

夫

＊

６

は

我

孫

子

宿

の

風

景

を

次

の

よ

う

に

表

現

し

て

い

ま

す

。

『

水

戸

街

道

と

成

田

街

道

の

合

流

点

に

は

松

の

大

木

が

あ

り

、

三

叉

に

道

陸

神

が

祀

っ

て

あ

る

。

・

・

・

中

心

地

の

南

側

に

大

光

寺

が

あ

り

、

手

賀

沼

が

見

え

る

。

・

・

・

・

大

光

寺

を

中

心

と

し

て

尾

根

状

の

台

地

に

各

所

に

集

合

で

き

る

場

所

が

あ

る

。

家

屋

は

往

還

路

の

両

側

に

あ

る

だ

け

で

、

北

側

は

山

林

、

南

側

が

畑

で

隠

れ

る

場

所

も

な

い

。

・

・

・

』

。

 

し

た

が

っ

て

、

街

道

筋

か

ら

少

し

沼

側

に

入

れ

ば

、

手

賀

沼

が

何

処

か

ら

で

も

望

め

た

よ

う

で

す

。

宿

場

は

周

辺

の

村

か

ら

の

助

郷

の

制

度

に

よ

る

助

人

、

馬

差

出

し

の

協

力

で

支

え

ら

れ

て

い

ま

し

た

。

助

郷

は

我

孫

子

周

辺

の

村

は

勿

論

、

遠

く

花

野

井

、

松

ケ

崎

、

篠

籠

田

、

柏

、

増

尾

周

辺

の

合

計

二

十

九

ヶ

村

に

及

び

ま

し

た

。

 

 

第

二

節

 

名

所

解

説 

 

（

１

）

 

根

戸

・

布

施

の

「

縄

文

道

」

 

①

 

保

全

樹

木

の

多

い

屋

敷

林

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 

 

水

戸

街

道

沿

い

に

は

二

つ

の

古

い

大

き

な

寺

、

古

い

民

家

が

多

く

、

そ

の

屋

敷

林

が

落

ち

着

い

た

景

観

を

作

っ

て

い

ま

す

。

そ

れ

ら

の

屋

敷

林

の

中

に

は

、

 

妙

蓮

寺

 

の 

欅

（

ケ

ヤ

キ

）

、

銀

杏

、

ム

ク

ロ

ジ

、

椋

（

ム

ク

）

、

東

陽

寺

の

モ

ミ

ジ

、

樫

そ

し

て

根

戸

の

鈴

木

宅

の

柿

な

ど

の

保

全

樹

木

が

多

い

で

す

。

 



 ３０

②

 

根

戸

・

台

田

遺

跡

群

 

 

縄

文

か

ら

歴

史

時

代

に

か

け

た

包

含

地

が

広

く

分

布

し

て

い

ま

す

。

“

根

戸

・

布

施

の

縄

文

道

”

コ

ー

ス

周

辺

に

は

２

４

に

及

ぶ

遺

跡

の

発

掘

が

行

わ

れ

て

い

ま

す

が

、

根

戸

・

台

田

遺

跡

群

と

し

て

囲

わ

れ

た

地

域

に

は

、

縄

文

時

代

の

９

遺

跡

が

分

布

し

て

い

ま

す

。

北

の

久

寺

家

中

学

校

内

か

ら

は

縄

文

土

器

、

貝

塚

、

古

墳

時

代

の

集

落

跡

が

出

土

し

ま

す

。

 

 

③

 

つ

く

し

野

４

号

公

園

 

（

ア

ビ

コ

ビ

レ

ッ

ジ

公

園

）

 

団

地

内

の

林

の

よ

う

で

、

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

で

き

る

公

園

で

す

。

 
 

つ

く

し

野

中

央

自

治

会

の

行

っ

て

い

る

公

園

、

道

路

・

中

央

分

離

帯

な

ど

の

公

共

ス

ペ

ー

ス

の

清

掃

活

動

、

街

か

ど

に

四

季

折

々

の

花

々

を

植

え

る

美

化

活

動

な

ど

の

景

観

づ

く

り

を

行

っ

て

い

る

こ

と

が

評

価

さ

れ

て

、

平

成

十

年

度

景

観

奨

励

賞

を

受

賞

し

ま

し

た

。

 

 

④

 

つ

く

し

野

５

号

公

園

 

（

メ

タ

セ

コ

イ

ア

公

園

・

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）
 

 

春

は

新

緑

、

秋

の

紅

葉

と

四

季

そ

れ

ぞ

れ

に

印

象

的

な

メ

タ

セ

コ

イ

ア

の

美

し

さ

が

あ

り

ま

す

。

 

メ

タ

セ

コ

イ

ア

は

ス

ギ

科

の

落

葉

高

木

、

幹

は

高

く

直

生

し

、

細

い

枝

に

葉

が

密

生

、

冬

に

は

小

枝

が

葉

の

付

い

た

ま

ま

落

ち

ま

す

。

分

布

は

中

国

中

部

に

多

く

、

白

亜

紀

以

降

、

第

三

紀

に

地

球

上

に

繁

茂

し

た

植

物

で

す

が

、

日

本

で

は

第

四

紀

に

消

滅

し

ま

し

た

。

そ

の

た

め

化

石

に

基

い

て

命

名

さ

れ

た

名

前

で

す

。

当

時

現

生

種

に

類

似

の

も

の

は

知

ら

れ

て

い

ま

せ

ん

で

し

た

。

そ

の

後

中

国

四

川

省

で

現

生

種

が

発

見

さ

れ

て

「

生

け

る

化

石

植

物

」

と

し

て

話

題

に

な

り

ま

し

た

。

 
 

巨

木

と

し

て

知

ら

れ

る

ア

メ

リ

カ

の

セ

コ

イ

ア

に

類

似

し

ま

す

。

セ

コ

イ

ア

の

葉

は

枝

に

互

生

し

ま

す

が

、

メ

タ

セ

コ

イ

ア

は

対

生

す

る

点

が

異

な

り

ま

す

。

 

 

⑤

 

久

寺

家

道

尾

根

の

両

側

斜

面

に

は

小

さ

な

坂

が

沢

山

あ

り

ま

す

。

 

昔

か

ら

の

路

は

私

た

ち

の

会

員

の

調

べ

に

よ

る

と

周

辺

を

含

め

て

１

２

本

も

あ

り

ま

し

た

。

昔

か

ら

の

生

活

道

路

で

、

そ

の

昔

に

返

っ

た

よ

う

な

風

情

を

感

じ

る

こ

と

が

出

来

ま

す

。

 

 

⑦

 

北

新

田

（

田

中

調

節

池

）

 

 

大

正

十

五

年

に

造

ら

れ

た

田

中

遊

水

池

は

、

面

積

は

１

１

７

５

㌶

、

そ

の

範

囲

は

利

根

運

河

の

あ

る

柏

船

戸

か

ら

下

流

の

我

孫

子

北

新

田

で

す

。

 

今

こ

そ

見

事

な

耕

地

が

広

が

っ

て

い

ま

す

が

、

昔

か

ら

、

藺

沼

と

呼

ば

れ

、

湖

沼

が

広

が

っ

て

い

ま

し

た

。

利

根

川

が

流

れ

る

よ

う

に

な

っ

て

水

量

が

増

し

、

洪

水

が

繰

り

返

さ

れ

、

川

筋

周

辺

の

状

況

は

変

わ

っ

た

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

そ

れ

を

明

治

大

正

時

代

の

地

形

（

Ⅰ

 

序

 

図

･

２

参

照

）

に

見

る

こ

と

が

出

来

ま

す

。

利

根

川

沿

い

の

後

背

地

に

出

来

た

沼

は

１

㍍

弱

の

深

さ

で

、

洪

水

時

に

は

、

沼

を

含

め

河

川

敷

一

面

が

水

面

と

な

り

ま

し

た

。

乾

季

に

は

水

面

が

干

上

が

り

、

沼

の

大

部

分

は

草

原

と

化

し

、

わ

ず

か

の

水

面

を

残

す

だ

け

で

し

た

。

沼

に

は

葦

や

水

草

が

繁

茂

し

、

魚

介

類

が

生

息

し

ま

し

た

。

冬

に

は

カ

モ

や

ガ

ン

が

渡

来

し

、

張

り

網

が

は

ら

れ

、

昭

和

初

期

ま

で

は

釣

り

や

猟

の

名

所

と

な

っ

て

い

ま

し

た

。

沿

岸

の

土

地

は

、

洪

水

に

な

ら

な

け

れ

ば

儲

け

も

の

と

い

う

流

作

場

と

し

て

耕

作

さ

れ

、

検

地

は

行

わ

れ

ま

し

た

が

、

賦

課

さ

れ

な

か

っ

た

と

言

う

こ

と

で

す

。

 

昭

和

二

十

五

～

三

十

二

年

に

は

、

田

中

遊

水

地

を

越

流

堤

の

あ

る

調

節

池

に

す

る

工

事

が

建

設

省

に

よ

っ

て

実

施

さ

れ

ま

し

た

。

そ

し

て

そ

の

地

に

戦

後

満

州

か

ら

の

引

揚

者

が

入

植

し

、

戦

後

の

食

糧

増

産

の

た

め

開

拓

が

行

わ

れ

北

新

田

が

誕

生

し

ま

し

た

。

 
こ

の

田

中

調

整

池

の

南

端

、

国

道

６

号

線

の

大

利

根

橋

手

前

に

は

、

洪

水

に

備

え

た

利

根

排

水

機

場

、

新

利

根

排

水

機

場

と

隣

接

す

る

青

山

排

水

機

場

が

あ

り

ま

す

。

 

 

⑧

 

野

口

邸

の

長

屋

門

 

（

第

二

章

表

紙

 

参

照

）

 



 ３１

 
 

当

地

は

柏

の

布

施

と

入

組

ん

で

い

る

為

、

狭

い

農

道

部

分

が

多

い

。

長

屋

門

は

、

江

戸

後

期

か

ら

財

、

地

位

あ

る

家

の

象

徴

で

し

た

。

当

主

野

口

善

左

衛

門

は

老

練

な

村

助

役

で

し

た

が

、

農

業

、

教

育

で

も

功

績

を

残

し

ま

し

た

。

野

口

家

は

江

戸

時

代

の

豪

農

の

家

柄

で

、

天

保

年

間

（

1
8
3
0

～

4
4

）

に

名

主

を

務

め

ま

し

た

。

明

治

二

十

六

年

に

当

家

か

ら

士

官

学

校

卒

業

生

が

出

た

の

を

祝

っ

て

其

れ

ま

で

の

四

足

門

を

立

て

替

え

、

長

屋

門

は

造

ら

れ

た

も

の

で

す

。

日

露

戦

争

で

は

そ

の

士

官

校

生

は

大

隊

長

と

し

て

歴

戦

し

村

に

凱

旋

し

ま

し

た

。

窓

の

鉄

格

子

は

ド

イ

ツ

製

で

す

。

 
 

 

（

２

）

 

「

戦

国

要

塞

」

の

地

 

久

寺

家

 

⑪

 
 

久

寺

家

城

址

と 
 

⑫

 

宝

蔵

寺

 

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 

 

城

址

は

宝

蔵

寺

境

内

東

の

台

地

に

あ

り

ま

し

た

。

 

城

址

の

東

寄

り

に

あ

る

素

掘

り

の

井

戸

は

、

重

要

な

中

世

遺

構

の

一

つ

で

す

。

岬

地

形

の

先

端

部

に

あ

っ

て

、

久

寺

家

の

谷

と

泉

の

谷

の

出

口

を

見

下

ろ

し

ま

す

。

そ

の

昔

は

、

藺

沼

沿

い

の

湿

原

（

現

在

の

北

新

田

一

帯

）

と

、

渡

船

場

を

見

張

る

要

害

の

地

で

あ

っ

た

と

い

え

ま

す

。

 

久

寺

家

城

は

、

我

孫

子

城

主

、

我

孫

子

左

衛

門

但

馬

守

の

支

城

で

、

土

塁

を

築

い

た

だ

け

の

簡

単

な

平

山

城

で

す

。

城

址

か

ら

は

、

文

明

六

年

（

1
4
7
4

）

と

永

正

十

八

年

（

1
5
2
1

）

刻

銘

の

板

碑

が

出

土

し

ま

し

た

。

 
 

宝

蔵

寺

は

元

和

三

年

（

1
6
1
7

）

建

立

で

す

。

 

同

寺

の

大

銀

杏

は

、

指

定

保

全

樹

木

で

す

。

以

前

は

朝

晩

の

六

時

に

鐘

を

打

っ

て

い

ま

し

た

が

、

付

近

か

ら

苦

情

が

あ

り

晩

だ

け

と

な

り

ま

し

た

。

晩

鐘

は

音

の

風

景

を

造

っ

て

い

ま

す

。

大

学

側

に

抜

け

る

坂

道

は

「

で

え

こ

お

ろ

し

の

坂

」

と

土

地

の

人

の

呼

ん

で

い

ま

す

。

 

坂

に

沿

っ

た

宝

蔵

寺

の

擁

壁

は

坂

の

上

部

を

大

石

で

組

み

、

下

部

は

小

さ

な

溶

岩

を

使

用

し

た

擁

壁

で

全

体

と

し

て

石

の

美

し

さ

を

現

し

た

素

晴

ら

し

い

造

形

で

す

。

 

⑬

 

鷲

わ

し

神

社

（

久

寺

家

）

 

将

門

の

家

臣

で

あ

る

久

寺

家

豊

後

大

炊

左

馬

之

助

の

氏

神

で

、

古

く

は

「

明

神

社

」

と

称

さ

れ

ま

し

た

。

鎮

守

鷲

神

社

は

元

文

二

年

（

1
7
3
7

）

の

創

建

と

言

わ

れ

る

。

祭

神

は

日

本

武

尊

で

す

。

大

鳥

（

鷲

）

神

社

、

お

酉

様

と

し

て

一

般

に

知

ら

れ

て

い

ま

す

。

日

本

武

尊

が

白

鳥

と

し

て

三

遷

さ

れ

た

と

言

う

白

鳥

伝

説

に

由

来

す

る

も

の

で

す

。

 
 

 

⑭

 

森

邸

の

庭

園

 
 

森

邸

庭

園

は

、

ダ

イ

ナ

ミ

ッ

ク

な

自

然

石

の

石

組

み

と

、

繊

細

な

ツ

タ

類

を

は

じ

め

と

す

る

植

物

が

相

ま

っ

た

自

然

景

観

の

庭

園

を

形

作

っ

て

い

ま

す

。

斜

面

地

を

生

か

し

た

道

路

へ

の

開

放

性

は

、

人

々

の

目

を

楽

し

ま

せ

て

い

ま

す

。

平

成

十

六

年

に

景

観

住

宅

賞

を

受

賞

し

ま

し

た

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑮

 

久

寺

家

１

，

２

号

古

墳

 

（

第

二

章

表

紙

の

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 

数

少

な

い

六

世

紀

初

の

円

墳

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

ス

ケ

ッ

チ

の

人

物

埴

輪

の

ほ

か

円

筒

埴

輪

、

朝

顔

花

形

埴

輪

を

出

土

し

ま

し

た

。

我

孫

子

地

域

で

は

唯

一

の

利

根

川

沿

い

あ

る

古

墳

で

す

。

考

古

学

的

に

子

の

神

古

墳

群

に

類

似

し

て

い

る

と

い

わ

れ

ま

す

が

、

地

勢

上

は

水

域

を

監

視

す

る

金

塚

古

墳

に

類

似

し

た

独

立

古

墳

群

で

す

。

 
 

 
 

 

⑯

 

我

孫

子

城

址

 
 

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

、

付

図

・

２

参

照

）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

我

孫

子

城

址

は

、

か

っ

て

旧

手

賀

沼

八

景

の

一

つ

と

し

て

「

城

山

の

春

色

」

と

評

さ

れ

ま

し

た

。

今

は

そ

の

面

影

を

探

る

こ

と

も

出

来

ま

せ

ん

。

 

む

か

え

に

あ

る

森

自

動

車

の

ご

主

人

の

話

し

で

は

、

こ

の

城

山

は

三

方

が

堀

で

巡

ら

さ

れ

、

井

戸

が

在

り

、

上

は

２

０

㍍

平

方

程

の

平



 ３２

坦

面

に

な

っ

て

い

て

、

子

ど

も

達

の

良

い

遊

び

場

で

し

た

。

背

後

は

並

木

の

尾

根

道

に

通

じ

て

居

る

。

城

址

は

東

か

ら

北

に

向

か

う

谷

津

の

出

口

を

見

下

ろ

す

舌

状

台

地

に

あ

っ

た

の

で

す

が

、

国

道

工

事

で

崩

さ

れ

て

現

在

は

、

国

道

６

号

線

の

ド

ラ

イ

ブ

イ

ン

に

な

っ

て

い

ま

す

。

 

元

亀

・

天

正

（

1
5
7
0

～

9
1

）

に

高

城

た

か

ぎ

胤

た

ね

辰

と

き

の

支

配

下

に

あ

っ

た

我

孫

子

左

衛

門

但

馬

守

の

居

城

と

伝

え

ら

れ

ま

す

。

数

百

㍍

北

に

支

城

の

久

寺

家

城

が

あ

ま

す

。

 

 

（

３

）

 

我

孫

子

宿

 

⑰

 
 

我

孫

子

宿

名

主

（

脇

本

陣

）

・

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 

小

熊

邸

は

平

屋

、

屋

根

は

分

厚

な

茅

葺

で

す

。

天

保

二

年

（

1
8
3
1

）

の

建

築

で

、

脇

本

陣

役

を

持

っ

て

い

て

公

用

客

室

は

式

台

玄

関

、

控

え

室

、

書

院

造

り

客

間

、

床

の

間

な

ど

計

三

〇

畳

、

武

具

置

場

も

あ

り

ま

す

。

私

宅

は

客

室

の

西

側

に

あ

り

ま

す

が

、

巧

み

に

仕

切

ら

れ

、

庭

に

は

屋

敷

神

の

天

神

様

、

厩

舎

、

土

蔵

、

物

置

が

あ

り

ま

し

た

。

大

欅

け

や

き

の

あ

る

北

側

は

馬

繋

ぎ

場

で

し

た

。

 

小

熊

邸

裏

の

道

は

、

近

年

ま

で

ス

ケ

ッ

チ

に

見

る

よ

う

な

重

厚

な

景

観

が

見

ら

れ

ま

し

た

が

、

欅

は

白

壁

の

屋

敷

塀

と

と

も

に

な

く

な

り

ま

し

た

。

 

 

⑱

 

我

孫

子

宿

本

陣

跡

（

付

図

・

２

参

照

）

 

 

本

陣

は

現

存

す

る

元

脇

本

陣

の

斜

め

西

向

に

在

り

ま

し

た

が

、

取

壊

さ

れ

る

事

と

な

り

、

大

正

十

年

村

川

堅

固

に

本

陣

離

れ

の

建

物

が

買

取

ら

れ

て

、

村

川

別

荘

母

屋

と

し

て

保

存

さ

れ

て

い

ま

す

。

我

孫

子

宿

は

江

戸

か

ら

５

番

目

の

宿

場

で

し

た

。

 

 

 

 

（

４

）

 

そ

の

他

 
 

 

＊

 

日

立

精

機

１

号

墳

（

開

発

で

消

滅

）

 

 
 

我

孫

子

古

墳

時

代

後

期

の

七

世

紀

前

半

の

前

方

後

円

墳

で

す

。

 

石

室

の

発

達

過

程

か

ら

見

る

と

、

日

立

精

機

２

号

墳

―

 

第

四

小

古

墳

―

 

日

立

精

機

１

号

墳

の

順

に

連

続

す

る

三

代

の

首

長

墳

と

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

子

の

神

、

高

野

山

の

古

墳

に

は

埴

輪

を

伴

い

ま

す

が

、

白

山

、

日

立

精

機

の

古

墳

は

、

埴

輪

は

あ

り

ま

せ

ん

。

 

 

＊

＊

 

日

立

精

機

２

号

墳

（

緑

化

協

定

区

域

）

 
 

我

孫

子

古

墳

時

代

後

期

、

七

世

紀

前

半

の

前

方

後

円

墳

で

す

。

日

立

精

機

Ｊ

Ｒ

側

の

緑

地

協

定

区

域

内

に

、

少

し

盛

り

上

が

っ

て

中

央

部

に

深

い

窪

み

の

あ

る

古

墳

が

あ

り

ま

す

。

元

来

は

も

っ

と

多

く

の

古

墳

が

あ

り

、

古

墳

群

を

形

成

し

て

い

た

と

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

２

号

墳

は

三

段

築

造

で

長

さ

３

０

㍍

、

高

さ

２

．

５

㍍

、

前

方

部

幅

２

１

㍍

、

後

円

部

径

 

１

８

㍍

で

す

。

墳

丘

の

周

囲

に

は

堀

が

あ

り

、

中

央

部

に

は

横

穴

式

石

室

が

あ

り

ま

す

。

残

念

な

が

ら

盗

掘

で

遺

体

や

副

葬

品

は

現

存

し

ま

せ

ん

。

六

世

紀

の

「

子

の

神

」

と

「

高

野

山

」

で

は

、

勢

力

の

中

心

が

世

代

に

よ

っ

て

異

な

る

古

墳

群

の

間

を

移

動

し

て

い

ま

し

た

が

、

七

世

紀

は

入

っ

て

日

立

精

機

周

辺

に

集

中

す

る

よ

う

に

変

わ

り

、

我

孫

子

地

域

の

首

長

権

が

特

定

の

家

族

に

よ

っ

て

世

襲

的

に

継

承

さ

れ

る

段

階

に

変

化

し

た

と

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

 
 

 

    



 ３３

   

付

図

 

・

 

２ 

 

 
 

 
 

 

根

耕

地

の

畑

と

布

施

の

堤

防 

   

 
 

 

      

 
 

 
 

 
 

国

道

６

号

線

沿

い

の

ド

ラ

イ

ブ

イ

ン

の

我

孫

子

城

址

跡

 
 

 
 

参

考

 

取

手

宿

本

陣 

＊

７ 
 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 


